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在
宅
医
療
と
は 
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医
師
や
看
護
師
が
患
者
様
の
自
宅
を
訪
問
し
、
医
療
行
為
を
行
う
の
が
在
宅
医
療
で
す
。
ま

た
、
在
宅
医
療
は
入
院
医
療
、
外
来
医
療
と
並
ぶ
「
第
三
の
医
療
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
は
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
通
院
困
難
に
な
っ
た
患
者
様
や
最
期
の
と
き
を
自
宅
で
過

ご
し
た
い
方
が
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
保
ち
な
が
ら
快
適
に
療
養
す
る
方
法
と
し
て
、
今
、
在
宅
療
法
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

在
宅
医
療
は
、
そ
の
人
の
価
値
観
に
敬
意
を
払
い
、
人
生
に
寄
り
添
い
、
暮
ら
し
の
中
で
「
命

を
支
え
」
、「
生
き
方
を
支
援
」
す
る
医
療
活
動
で
す
。
私
た
ち
が
ど
の
地
域
に
住
ん
で
い
て
も
、

標
準
的
な
在
宅
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
在
宅
医
療
を
推
進
し
て
い
る
者
の

共
通
の
願
い
な
の
で
す
。 

 

「
現
代
の
在
宅
医
療
」
に
お
い
て
は
、
か
か
り
つ
け
医
が
患
者
様
に
期
日
を
予
告
し
、
定
期

的
に
往
診
を
行
う
。
こ
れ
を
私
た
ち
は
「
定
期
往
診
」
（
訪
問
診
療
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
「
定

期
往
診
」
と
「
二
十
四
時
間
対
応
」
が
「
現
代
の
在
宅
医
療
」
を
構
成
し
、
以
前
よ
り
行
わ
れ

て
い
た
急
病
に
対
す
る
「
往
診
」
と
は
か
な
り
異
な
る
も
の
な
の
で
す
。
定
期
往
診
を
実
施
し

て
い
る
施
設
の
大
部
分
で
、
在
宅
医
療
を
行
っ
て
い
る
患
者
様
の
九
十
％
以
上
は
高
齢
者
（
い

わ
ゆ
る
寝
た
き
り
老
人
、
準
寝
た
き
り
老
人
、
虚
弱
高
齢
者
）
で
あ
り
ま
す
。
在
宅
医
療
を
受

け
る
方
の
主
な
基
礎
疾
患
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

一 

脳
血
管
障
害
後
遺
症
、
多
発
性
脳
梗
塞
、
脳
血
管
性
認
知
症 

二 

老
人
性
認
知
症 

三 

老
人
性
運
動
器
疾
患
（
骨
粗
鬆
症
、
圧
迫
骨
折
、
変
形
性
関
節
症
、
大
腿
頚

部
骨
折
）
お
よ
び
関
節
リ
ウ
マ
チ 

四 

神
経
難
病
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
、
脊
髄
小
脳
変
性
症 

等
‥
・
） 

五 

悪
性
腫
瘍
末
期 

六 

慢
性
呼
吸
不
全 

七 

慢
性
心
不
全 

八 

合
併
症
を
伴
っ
た
糖
尿
病 

九 

老
衰 

  

在
宅
医
療
の
対
象
と
な
る
の
は
、「
通
院
困
難
な
患
者
様
」
で
あ
り
ま
す
。
通
院

困
難
で
あ
る
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
一
人
で
は
通
院
が
困
難
で
、
定
期
的
に

外
来
受
診
す
る
に
は
相
当
の
努
力
や
代
償
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
認
知
さ
れ
れ
ば

在
宅
医
療
の
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

特
に
、
脳
卒
中
、
整
形
疾
患
、
認
知
症
の
三
大
老
年
病
は
在
宅
医
療
に
お
い
て

頻
度
の
高
い
疾
患
で
あ
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
は
、
こ
れ
ら
の
老
年
病
の
病
態
、

治
療
、
ケ
ア
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
な
く
、
在
宅
高
齢
者
に
出
現
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
臨
床
課
題
、
例
え
ば
、
栄
養
、
肺
炎
な
ど
の
感
染
症
、
摂
食
嚥
下
障
害
、
排
尿

障
害
、
排
便
障
害
、
認
知
症
、
転
倒
と
骨
折
、
整
形
外
科
疾
患
、
廃
用
症
候
群
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
歯
科
、
口
腔
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
知
識
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
症
状
が
乏
し
く
見
過
ご
さ
れ
や
す
い
在
宅
高
齢
者
に
発
生

す
る
こ
れ
ら
の
臨
床
的
問
題
に
つ
い
て
、
居
宅
と
い
う
非
医
療
的
環
境
の
な
か
で
、

正
し
い
ア
セ
ス
メ
ン
ト
お
よ
び
治
療
や
ケ
ア
を
行
う
た
め
の
、
総
合
的
で
実
践
的

な
知
識
・
技
術
に
つ
い
て
の
習
得
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
常
、
か
か
り
つ
け

医
ば
か
り
で
な
く
医
療
・
福
祉
に
携
わ
っ
て
い
る
私
た
ち
も
特
に
介
護
中
に
お
け

る
緊
急
事
に
す
ば
や
く
対
応
出
来
る
知
識
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 
居
宅
の
延
長
に
あ
る
「
望
洋
荘
」
に
お
い
て
も
、
終
の
棲
家
と
し
て
い
る
入
所

者
様
に
、
私
た
ち
は
心
か
ら
の
介
護
を
通
し
て
、
心
身
両
面
に
お
い
て
、
嘱
託
医

と
共
に
、
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
の
協
力
医
で
あ
る
病
院
、
診
療
所
、
歯
科
医
院

の
先
生
方
と
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
が
、
如
何
に
大
事
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を

認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 
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三
月
三
日
（
土
）
お
昼
よ
り
、
豊
間
ユ
ニ
ッ
ト
に
て
「
ひ
な
祭
り
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
豊
間
ユ
ニ
ッ
ト
は
望
洋
荘
の
中
で
も
唯
一
の
女
性
入
居
者
だ
け
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
り
、

ひ
な
祭
り
を
し
た
い
と
い
う
要
望
が
強
く
、
こ
の
日
の
為
に
入
居
者
様
み
ん
な
で
、
ひ
な
壇

（
七
段
飾
り
）
を
協
力
し
あ
っ
て
飾
っ
た
り
、
パ
ー
テ
ィ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
た
り
と
楽

し
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

当
日
は
多
く
の
家
族
の
方
々
も
参
加
さ
れ
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
お
料
理
の

方
も
豪
華
に
「
ち
ら
し
寿
司
」
や
「
か
に
」
、
等
々
を
ユ
ニ
ッ
ト
内
で
入
居
者
様
に
手
伝
っ 

 
                  

                   

て
い
た
だ
き
調
理
を
し
ま
し
た
。
出
来
た
て
の
ラ
ー
メ
ン
や
揚
げ
た
て
の
エ
ビ
フ
ラ
イ
を
テ

ー
ブ
ル
に
な
ら
べ
、
ご
家
族
様
と
一
緒
に
美
味
し
そ
う
に
召
し
あ
が
っ
て
居
ら
れ
ま
し
た
。

ご
家
族
の
方
々
が
参
加
し
て
頂
け
る
と
、
本
当
に
入
居
者
の
皆
様
が
と
て
も
良
い
表
情
を
さ

れ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
家
族
が
揃
っ
て
食
事
を
す
る
と
い
う
事
は
、
昔
は
ど
こ
の
家

庭
で
も
当
た
り
前
の
事
で
し
た
。
今
と
違
っ
て
質
素
な
食
卓
で
し
た
が
、
み
ん
な
で
た
の
し

く
会
話
し
な
が
ら
食
べ
る
食
事
は
い
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。
食
卓
は
家
族
で
最
大
の

コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。
又
、
箸
の
使
い
方
や
食
事
の
マ
ナ

ー
も
食
卓
で
学
ん
だ
様
な
気
が
し
ま
す
。
皆
様
も
家
族
揃
っ
て
の
食
卓
を
心
掛
け
て
見
て
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。 

「
ひ
な
祭
り
」
豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 
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「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
直
筆
の
色
紙
を
紹
介
致
し
ま
す
。 

 

柳
家 

喜
多
八
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
二
七
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
六
年
二
月
二
一
日 

○
第
四
九
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
九
年
一
〇
月
二
八
日 

○
第
六
七
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
三
年
三
月
二
六
日 

 
 

（
演
目
）
租
忽
の
釘
、
や
か
ん
な
め
、
も
ぐ
ら
泥 

 
 

（
演
目
）
小
言
念
仏
、
欠
伸
指
南
、
是
清 

 
 

（
演
目
）
旅
行
日
記
、
ね
ず
み
、
お
見
立
て 

                  

                            

                            

「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
色
紙
集
か
ら
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三
月
七
日
（
水
）
午
後
二
時
よ
り
永
崎
ユ
ニ
ッ
ト
ホ
ー
ル

に
て
お
茶
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
お
茶
会
は
、
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
を
準
備
し
て
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
と
お
好
み
焼
き
を
お
茶
う
け
に
作
っ
て
見
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
形
の
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
に
「
あ
ん
こ
」
や
「
チ
ョ
コ
」

や
「
生
ク
リ
ー
ム
」
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
て
大
好
評
で
し
た
。

中
に
は
「
自
分
で
作
る
と
お
い
し
い
」
声
も
あ
り
ま
し
た
。 

                   

  

四
月
二
日
（
月
）
午
前
の
部
十
時
～ 

午
後
の
部
二
時
～ 

 
 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト
「
お
花
見
」
午
前
の
部
「
大
畑
公
園
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
の
部
「
須
田
医
院
」 

四
月
五
日
（
木
）
午
前
の
部
十
時
～ 

午
後
の
部
二
時
～ 

 
 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト
「
お
花
見
」
午
前
の
部
「
下
川
公
園
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
の
部
「
須
田
医
院
」 

四
月
六
日
（
金
）
午
前
の
部
十
時
～ 

午
後
の
部
二
時
～ 

 
 

四
倉
ユ
ニ
ッ
ト
「
お
花
見
」
午
前
の
部
「
下
川
公
園
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
の
部
「
須
田
医
院
」 

四
月
七
日
（
土
）
午
前
の
部
十
時
～ 

午
後
の
部
二
時
～ 

 
 

薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト
「
お
花
見
」
午
前
の
部
「
下
川
公
園
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
の
部
「
須
田
医
院
」 

四
月
一
八
日
（
水
）
午
後
二
時
三
〇
分
～ 

 
 
 

カ
ラ
オ
ケ
倶
楽
部 

薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト
ホ
ー
ル 

四
月
二
六
日
（
木
）
午
前
十
時
～
午
前
十
一
時 

 
 
 
 
 
 
 

正
面
玄
関
ホ
ー
ル
・
塩
屋
岬
広
場 

「
キ
ャ
プ
テ
ン
船
水
」
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏 

 

【
四
月
の
お
誕
生
会
予
定
】 

四
月
一
日
（
日
）
午
後
三
時
～ 

 
 

四
倉 

松
野
ミ
ヤ
子
様
（
八
六
歳
）
誕
生
会 

 

四
月
一
〇
日
（
金
）
午
後
三
時
～ 

 
 

豊
間 

阿
部
ト
ラ
ミ
様
（
八
八
歳
）
誕
生
会 

 

四
月
一
二
日
（
木
）
午
前
一
０
時
～ 

 
 
 

豊
間 

吉
田 

タ
カ
様
（
八
九
歳
）
誕
生
会 

四
月
一
四
日
（
土
）
午
後
二
時
三
〇
分
～ 

 
 
 

四
倉 

喜
多
村
ト
ミ
様
（
八
一
歳
）
誕
生
会 

四
月
一
九
日
（
木
）
午
後
三
時
～ 

 
 
 

薄
磯 

吉
田 

京
子
様
（
六
七
歳
）
誕
生
会 

四
月
一
九
日
（
木
）
午
後
二
時
三
〇
分
～ 

 
 
 

勿
来 

深
谷 

芳
子
様
（
七
五
歳
）
誕
生
会 

   

現
在｢

国
民
健
康
保
険｣

に
加
入
の
入
居
者
様
へ
の
お
願
い

で
す
。｢

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証｣

が
三
月
三
一
日
を
持

ち
ま
し
て
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
各
市
町
村
か
ら
郵

送
で
新
し
い
保
険
証
の
交
付
が
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
新
し

い
保
険
証
が
ご
自
宅
に
お
届
き
に
な
り
ま
し
た
ら
、
一
度
望

洋
荘
へ
お
持
ち
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

尚
、
現
在
望
洋
荘
に
入
居
さ
れ
て
い
る
入
居
者
様
の
保
険

証
に
つ
い
て
で
す
が
、
施
設
発
行
の｢

入
居
証
明
証｣

を
各
市

町
村
役
場
に
持
参
し
て｢

遠
隔
地｣

の
手
続
き
を
し
ま
す
と
、

ご
家
族
様
と
は
別
に
入
居
者
様
だ
け
の
保
険
証
の
交
付
が
出

来
ま
す
。
ご
希
望
さ
せ
る
方
は
施
設
の
生
活
相
談
員
・
受
付

等
に
お
申
し
出
下
さ
い
。 

              

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

  

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

  

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
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（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

今
月
の
言
葉
そ
の

（
倫
理
研
究
所
編
標
語
集
か
ら
） 

「
お
茶
会
」
永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 

四
月
の
行
事
予
定 

｢

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証｣

の
更
新 


